
ご近所みんなで助け合えた

電気は翌々日で、ガス、水道は
8日後に復旧しました。夏だか
らやっぱりお風呂とかに入りた
いじゃないですか、でも水も何
もない。そんな時、近所に引っ
越してきた人が、「水が使える
から、お風呂に入りに来なよ」
と言ってくれました。

1週間水が出なくて、洗濯が大変だったんですが、近所
の人が「私の実家は水が出たよ」と言って、洗濯物を
持っていってくれて、全部洗濯機で洗ってくれて、後
は干すだけにして戻してくれました。ほんとうに有り
難いと思いました。

それから、うちは市内でもすごく復旧が早いほうだった
ので、子供の部活の友達が、帰りにシャワーを浴びに来
たりしたこともよくありました。隣が「カップラーメン
はいっぱいあるんだけど、火がないんだよね」と言えば、
うちのカセットコンロを貸してあげたりしたこともあり
ました。
何か、地域のみんなが、ほんとうに助け合ったなって思
います。
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避難所は恵まれた場所とは限らない
～まず各家庭で、備えをしておこう～

小学校を避難所にするというこ
とに決めて、防災倉庫を見に
行ったとき、まず「足りるか
な」と思ったんです。初めての
ことで、何人来るかわからな
かったから。

毛布も一部は置いてあるんですが、ほとんどは川の向こう
側にある災害備蓄倉庫にあるので、このまま雨が降り続い
たら、実際どうやって取りに行こうかと思っていました。

学校の体育館と言えば、夏は暑く、冬は寒いというところ
ですから、避難所に行けば安心できるかというと、気持ち
的にはみんな一緒で心強いという感じはあっても、物質的
には決して恵まれている状況ではないんですよ。

それをみんながちゃんとわかってくれていない。前もって、
自分たちの家で備えておかなければならないこと、それか
ら、こうなったときには自分たちはこういうふうな対処を
するんだという心構えというものを各家で決めておいても
らわないと、いざという時にパニックになっちゃって、受
け入れるほうも受け入れられないという状態になっちゃう
のです。そういう認識をまず各家庭で持っていないといけ
ないですね。
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